
 

平成 24 年度 矢作川水系総合土砂管理検討委員会の審議項目について 

 

1 検討経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2 今年度の検討項目 

平成 23 年度までの検討で「矢作川水系総合土砂管理プラン（案）」を作成し審議頂きました。 

その後、委員の皆様の意見を整理した結果、排砂に伴う下流河川への影響について丁寧に説

明されておらず、このまま矢作川水系総合土砂管理プランとしてとりまとめる事はできないと

判断をしました。 

このため今年度は、丁寧に説明するために排砂による物理環境の変化を分かり易い資料に再

整理し、また、矢作川水系における総合土砂管理プラン及び総合土砂管理計画の策定に向けて、

それぞれに位置づける項目を整理しましたので、今回の委員会審議項目とさせて頂きます。 

 

 

 

 

◆本日の委員会の審議項目 

 

・排砂による下流河川（発電ダム群区間）の物理環境変化について ⇒資料－１ 

 

・矢作川水系における総合土砂管理プラン及び総合土砂管理計画策定について 

   ⇒資料－２ 

 

                                                      

平成 17 年度 「緊急対策検討」と「事前放流検討」とについて検討 
 

平成 18 年度 「長期対策検討」と「対策に伴う影響検討」とについて検討 
 

平成 19 年度 「排砂基本計画（案）」と「対策に伴う影響検討」とについて検討 

 
平成 20 年度 「堆砂対策・施設検討」と「土砂管理シナリオ検討」と「対策 

平成 21 年度  に伴う影響検討」について検討 

 

⇒総合土砂管理の

視点の必要性 

総合土砂管理の視点での検討 

矢作川水系総合土砂管理検討委員会 

矢作ダム堰堤改良技術検討委員会 
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平成 23年度 

土砂管理シナリオの検討 

・土砂管理目標の一次設定 
・土砂管理目標を踏まえたシナリオ検討 
⇒シナリオ有力案の抽出 

土砂管理シナリオの見直し 

・H22 年度の課題への対応 

・土砂管理シナリオの見直し 

⇒最適シナリオ（案）の抽出 

置き土・覆砂実験 

環境影響評価手法の検討 

環境影響調査 

モニタリング計画（素案）検討 

置き土・覆砂実験 

環境影響評価手法の見直し 

環境影響調査 

モニタリング計画（案）検討 

矢作川水系総合土砂管理プラン（素案） 矢作川水系総合土砂管理プラン（案）
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